
令和５年度 学校評価アンケート（教職員）集計結果 

 

１ 回答の集計結果 ＜左：前期(７月)、右：後期（１２月）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○全ての回答はほぼ肯定的な評価（A 又は B）だが、後期は全体的に B の割合が増加し、A の割合が減少した。 

 ○数項目（項目５・８・９・１０）で否定的な評価（C 又は D）が増加した。 

 ○項目４では、否定的な評価がなくなった。 

 

２ 考察 

○多くの職員が日々の教育活動について合格点と考えているが、より意欲的に学習に取り組ませるための方策や保護者や関係機関との連携な

ど、まだ改善できることがあるという思いをもっている。（全項目） 

○学年学部の枠を越えた活動や協働的な学習の取り組みが児童生徒の心の成長に繋がっている。（項目４） 

○児童生徒の障害や特性の多様化により、教育課程も含め、児童生徒の実態に合わせて教育活動の見直しを行う必要がある。（項目５） 

○校務の効率化等、多忙化解消の取り組みを更に促進し、職員が児童生徒や保護者としっかりと向き合うことのできる時間の確保や精神的な

ストレスの解消を図る必要がある。（項目６・７・９） 

○「一人一実践」を中心とした校内研修等をとおして、教育目標「ともにきらめく」を具現化するために、更に一人一人の専門性を高めたり

教育活動の内容を改善したりする必要がある。（項目５・８・１０） 

A:40%

B:60%

１ 児童生徒は、毎日を楽しみにし、期待感をもっ

て学校生活を過ごしていますか。

Ａ よく当てはまる

Ｂ 当てはまる

Ｃ あまり当てはまらない

Ｄ 全く当てはまらない

A:25%

B:75%

A:23%

B:77%

２ 児童生徒は、学習活動に関心をもち、必要なこと

を学んだり考えたりしていますか。

Ａ よく当てはまる

Ｂ 当てはまる

Ｃ あまり当てはまらない

Ｄ 全く当てはまらない

A:43%
B:57%

３ 児童生徒は、学校生活の中で、好きなことを楽し

んだり、楽しいことを見付けたりしていますか。

Ａ よく当てはまる

Ｂ 当てはまる

Ｃ あまり当てはまらない

Ｄ 全く当てはまらない

A:20%

B:77%

C:3%

４ 児童生徒は、周りの人と仲良くしたり、協力した

りして生活をしていますか。

Ａ よく当てはまる

Ｂ 当てはまる

Ｃ あまり当てはまらない

Ｄ 全く当てはまらない

A:27%

B:73%

５ 児童生徒一人一人に合った課題を設定し、それに

応じた指導・支援をしていますか。

Ａ よく当てはまる

Ｂ 当てはまる

Ｃ あまり当てはまらない

Ｄ 全く当てはまらない

A:33%

B:67%

６ 児童生徒との信頼関係を作り、適切な指導・支援

をしていますか。

Ａ よく当てはまる

Ｂ 当てはまる

Ｃ あまり当てはまらない

Ｄ 全く当てはまらない

A:37%

B:63%

７ 保護者や関係機関との信頼関係を作り、必要な情

報共有や説明、対応をしていますか。

Ａ よく当てはまる

Ｂ 当てはまる

Ｃ あまり当てはまらない

Ｄ 全く当てはまらない

A:27%

B:70%

C:3%

８ 教育目標「ともにきらめく」の実現に向け、子ど

もたちに意欲を高める学習指導をすることができまし

たか。

Ａ よく当てはまる

Ｂ 当てはまる

Ｃ あまり当てはまらない

A:43%
B:57%

９ 日々、明るく元気に子どもたちと向き合っています

か。

Ａ よく当てはまる

Ｂ 当てはまる

Ｃ あまり当てはまらない

Ｄ 全く当てはまらない

A:39%

B:61%

A:13%

B:87%

A:22%

B:78%

A:26%

B:70%

C:4%

A:17%

B:83%

A:13%

B:87%

A:4%

B:87%

C:9%

A:35%

B:61%

C:4%
A:17%

B:80%

C:3%

１０ 研修に努め、特別支援教育の知識や技術力を発揮

して指導・支援を行ったり、保護者や関係機関との対応

をしたりしていますか。

Ａ よく当てはまる

Ｂ 当てはまる

Ｃ あまり当てはまらない

Ｄ 全く当てはまらない

A:9%

B:87%

C:4%


